
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定看護師 緩和ケア 

令和7年 3月 

第 46号 

岩手県立磐井病院

『磐井病院 市民講演会（一関市医介連研修会）』を開催しました。 

 

連 携 医 療 ・ 介 護 機 関 の 皆 様 と 共 に 歩 む 

 

＜岩手県立磐井病院 理念＞ 
地域と連動し、患者さん中心の、質の高い、安全な医療を提供します。 
 
＜岩手県立磐井病院 診療基本方針＞ 
1.患者さんの安全性を最優先とした医療を行います。 
2.患者さんの心理的安全性に配慮して医療を行います。 
3.十分な説明を行い、同意に沿った医療を提供します。 
4.多職種が協働し、最新で専門性の高い医療を目指します。 
5.地域の施設と連動し、患者さんの診療・生活をサポートします。 
6.最新技術を駆使して、利便性のよい医療を目指します。 

去る１１月３０日(土)、一関保健センターを会場

に一関市「医療と介護の連携連絡会（通称：医介

連）」との共催で、一般市民や医療・介護関係者な

ど幅広く参加いただける市民講演会を開催しまし

た。今年は心臓など『循環器系』をテーマとしたと

ころ、当初の定員 100 人を超える事前申込みがあ

り、関心の高さがうかがえました。 

当日は３題の講演を行い、最初に庄原循環器内

科医長から『知っておきたい心筋梗塞のお話』につ 

 

しかしながら、来場者アンケートでは大多数の方から

「参考になった」「また参加したい」等、高い評価をいただ

いており、病院として「市民講演会」をこれからも毎年開催

していく予定です。 

テーマは、皆さまの「興味があるもの」「聞いてみたいも

の」など、希望に沿った内容にしたいと考えていますので、

ご意見・ご要望がありましたら下記までお寄せください。 
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 1 

いて、疾患の原因・治療･予防といった基本知識を分かりやすく説明しました。続いて“心不全療養指導士”の

資格を持つ小野寺薬剤師からは『よく耳にする“血液さらさらにする薬”～正しく内服するために～』として、お

薬の説明、正しい飲み方の重要性などを資料を交えてお話しました。 

最後に金森小児科医長から『心肺蘇生法～あなたの行動がいのちを救う～』として、救命措置対応につい

て説明しましたが、時間の都合で実技部分をカットすることとなったため、来場の皆さまには大変申し訳なく思

っております。次年度以降、時間配分等の見直しが必要と感じたところでした。 

 

 

 

【市民講演会などのご意見はこちらまで】 

●病院代表メールアドレス： EA1007@pref.iwate.jp 

●地域連携室ＦＡＸ番号   ： 0191-21-3990（直通） 
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～認定看護師から～ 

お口の健康から介護予防へ 

超高齢化が進む現代社会では介護予防ケアが重要視されており、フレイル予防も注目されています。 

『フレイル』とは加齢による身体的衰えだけでなく、それに伴って精神的にも意欲や活気を失ってしまい、

心身にわたって虚弱になっている状態をいいます。 
 

フレイルは健康な状態と要介護状態の中間、つまり要介護状態への移行の前段階とされています。 

可逆的（もとの状態に戻ることのできる状態）であることが特徴で、早期に介入することで健康な状態に

近づくことも可能なため予防が重要となってきます。 
 

フレイル予防には①栄養、②運動、③社会参加の 3つの柱があります。 

今回は、栄養を摂るために必要な口腔機能に焦点を当てて紹介したいと思います。 

摂食嚥下障害看護認定看護師   及川 夏菜子 

口の些細なトラブルを放っておくと口腔機能（食べる・

話す・表情を作るなど）が少しずつ衰えていきます。 

これらの衰えが積み重なり、虚弱になっていく状態をオ

ーラルフレイルといいます。 

予防するためには…？ 

 

『オーラルフレイル』 とは？ 

 

2 

食べる、話す、表情を作るために重要な役割を担
っている唇や頬、舌などを動かすことで筋力を維
持・改善することが重要です。 

食べる前の準備運動として・・・ 
● 唾液腺マッサージ 

   唾液腺を優しく手のひらで揉んだり、指で押し
たりして唾液の分泌を促します 

その他に肩や首周りの筋肉をほぐす運動や会話
を促すことも効果的です。 

口腔内の保清・保湿 口腔機能の維持・改善 

虫歯や歯周病の原因となるプラークを取り除くに
は歯ブラシでのブラッシングが効果的です。うが
いだけではプラークを取り除くことができないた
め、必ずブラッシングを行ってください。 

高齢の方は加齢による影響や内服薬の副作用
により唾液分泌量が低下しているため口腔内の
衛生状態が悪化しやすい状態です。 

口腔内の状態に合わせて 
使用する物品を選択し、 
清潔を保ちましょう。 
・ 歯間ブラシ 
・ スポンジブラシ 
・ 口腔ケアジェル、スプレー 
                 など 

オーラルフレイルの始まりは口の乾燥、滑舌低下、食べこぼし、わずかなむせ、噛めない食品が増える

など些細な症状のため、見逃しやすく気づきにくいという特徴があります。 

些細な衰えを放置せず、いつまでも美味しく食べることのできる口腔機能を維持することでオーラル

フレイル、そしてフレイルへ移行しないよう予防対策を行いましょう。 

口腔ケア以外にも不安や疑問があればお問い合わせください。 
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面会禁止のお知らせ 

3

. 

インフルエンザ等の感染症の流行拡大に伴い、下記のとおり「入院患者さんへの面会を 

原則禁止（ご家族等を含む）」とする措置をとらせていただいております。 

  ただし、5 階病棟に入院されている方や介護支援専門員等の業務上の面会については 

この限りではありませんので、事前に患者支援センターまでご連絡ください。 
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岩手県立磐井病院 

【連絡先】 

〒029-0192 岩手県一関市狐禅寺字大平１７ 
電話（0191）-23-3452  

Fax （0191）-23-9691 
連携室直通 Fax (0191)-21-3990 

【編集・発行】 

岩手県立磐井病院 地域医療福祉連携室 

病院ホームページ：http://www.iwai-hp.com 

公式 Facebook：http://www.facebook.com/iwaihｐ 

令和５～６年度『連携ボックス』の利用状況 

両磐地域の医療機関を中心に医療画像データの送受信を行っている『連携ボックス（一関医療連携ネ

ットワークシステム）』について、直近約１年間の利用実績をご報告します。 

取扱い件数は毎月約 300～400 件程度の利用があり、うち約８割が磐井病院との連携で使用されてい

る状況でした。全体数としては、システム導入以降増加が続いており、導入当初（H25）の年間約2,700件

から直近の令和６年では 4,000 件を超えています。（グラフ参照） 

また、現在の参加医療機関は26施設（9病院17診療所）で、個人医院の開院等での新規利用登録も

可能ですので、ご希望の際は一関市医師会事務局または磐井病院の連携室までご連絡ください。 

 今後も、迅速な患者紹介・診療のため、当該システムを利用した診療情報提供にご協力いただきますよう

お願いいたします。                                                   地域医療福祉連携室 
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